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Ｉ。 はじめに
担当：平　井　純　子
心のケアセンターでは、現代ＧＰの取組のひとつとして、平成18年10月から、社会的場面にお
いて適切に対応できない小学生のためのグループ活動 匚のびのびクラス」を始めた。
匚のびのびクラス」はグループ活動を通して、 コミュニケーションの力、社会的場面における
ルールの理解といった、ソーシャルスキルの向上を目指し、発達を促していくことを目的として
いる。
ソーシャルスキル(social skill) とは 匚自己および他者に有益な方法で他者と相互作用する
能力」(Combs  &Slaby 、1978) と言われている。ソーシャルスキルは子どもの発達過程におい
て、生活経験の中で自然に身についていくものである。しかし、ソーシャルスキルの発達と獲得
に課題をもっている子どもは多く、生活場面で様々な困難を抱えて、心のケアセンターに相談に
来られるといったケースかおる。
たとえば、友達と関わっていく中で、相手が迷惑そうな表情をしていることを読み取ることが
できずに強引に関わっていく、また友達が傷つくようなことを平気で言う、周りの雰囲気や場の
状況に合わない行動をする等、他の人を苛立たせたり困らせたりしながら、自分の影響力に気が
つかない場合かおる。そのため友達とうまくやりとりができず、仲間関係が築けないことから疎
外感を感じてしまうことがある。そこからさらに、孤立感、自信喪失、意欲喪失などの二次的不
適応となることも多い。
発達障害をもつ子どもへの指導、教育は、就学年齢に達すると学校が主となる。しかし、さら
にプラスアルファのフォローを受けられるところは、少ないのが現状である。
そこで、心のケアセンターに相談に来られる、社会的場面での行動につまずさをもつ小学生を
対象に、同じペースや同じタイプの友達とのやりとりを通して、ソーシャルスキルを学習してい
くグループを作ってはどうかと考えた。それが 匚のびのびクラス」である。まず仲間づくりから
始めてみることにした。
n ｡ のびのびクラスの活動
のびのびクラス第1期は、平成18年10 月から平成19年３月まで、全10回の活動を行った。活動
時間は16時から17時、参加者は小学１～４年生の８名の子どもとその保護者であった。
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子どもグループでは、絵画や制作、クッキングなどの共同作業や、 スピーチ、ゲームなどのプ
ログラムを取り入れた。また同時に行う保護者グループでは、本学心理福祉学部教員の神澤、宮
川がファシリデーターとなり、子どもの状態のとらえ方や対応の仕方について話し合うことで、
保護者同士も仲開づくりを目指した。
また、のびのびクラスの活動は、学生への教育効果を目的とした現代ＧＰの取組の一環として
行われている。参加者である子どもへのサポート、同伴きょうだいの保育、保護者グループのファ
シリテーター補助として、約20名の学生、大学院生の参加協力を得ることができた。また、運営
スタッフとして３名の大学院生の協力があった。毎回、グループ後には振り返りの時間を持ち、
反省点や次への課題を話し合い、活発な意見交換を行った。
Ⅲ．子どもグループの活動
子どもグループの活動内容は（表１）のとおりであった。
表１　日程と活動内容
回数 日程 プ ロ グ ラ ム 標的行動
第１回 10月25 囗 あいさつ、自己紹介、名札づくり クラスへの参加の意識づけ
第２回 ｎ 月15 囗 ショ ート スピ ーチ、 風 船 ゲ ーム 仲間への関心をもっ
第３回 ｎ 月22 囗 絵の具を使った絵画 仲間と共同で作業する
第４回 12月6 囗
制作（リース作り）、勝敗ゲーム（どんじゃ
んけん）
チームで活動する
第５回 12月20 囗 クッキング、クリスマス会 仲間と協力して会を楽しむ
第６回 1月10 囗
あったかことば・ちくちくことば、勝敗
ゲーム（相撲）
言葉の表現を知る
第７回 1月31 囗 折り紙制作・勝敗ゲーム(紙相撲)、豆まき 指示に注目する、ルールを守る
第８回 2月14 囗
声の大きさ、集団ゲーム（フルーツバス
ケッＯ
適切な声の大きさを知る
第９回 2月21 囗
いろんな気持ち、集団ゲーム（名前ビン
ゴ・フルーツバスケツＯ
感情について知る
第10回 3月14 囗
全10回の振り返りスピーチ、制作（ブラ
バン）
まとめ、振り返り
参加した子どもたちは、８名それぞれに課題があった。それぞれの子どもたちに個別目標を設
定し、毎回 匚始めの会」で目標を意識づけ、匚終わりの会」で振り返りを行った。子ども自身が
自分の活動を振り返り、またサポートした学生が感想を述べ、目標が達成できるとシールを貼っ
て目に見える形で評価を行い、子どもにフィードバックするようにした。
一 対一
また８名の子どもたち同士は、徐々にお互いを意識し合うようになり、協力したり助け合った
りする姿が見られるようになった。
Ⅳ．保護者グループの活動
保護者グループは、自分の子どものことを語る場であり、またメンバーの話を聞くことで、一
緒に考えたり一緒に悩んだりする場づくりを目指した。全10回の前半は、遠慮がちで、なかなか
積極的な発言はみられなかったが、後半になるとグループの残り時開か少なくなるのが惜しいとばか
りに、グループが活発に動き始めた。参加者同士で自主的に活動していく方向性も見えてきた。
Ｖ。今後の課題として
平成18年度、のびのびクラスはまず、グループが動き出したといった印象である。毎回反省点
を次への改善点とし、学生とスタッフとで意見を出し合いながら試行錯誤していったグループで
あった。そうした中でも、参加者である子どもたちが笑顔で来所し、毎回来るのを楽しみにして
いたという感想を聞くことで、救われる思いであった。
今回は8名のグループで、それぞれの子どものタイプや目標が異なったため、グループのプロ
グラムを絞りにくいという点が課題であった。また、小グループで発揮してほしい力も、やや引
いてしまう人数構成になってしまった感があった。その反省点をふまえ、19 年度は2グループ構
成にして、タイプや課題の近い子どもたちを同一のグループにすることを企画した。
今後はグループ終了後のフォローアップも課題である。ニーズを把握していく必要かおるだろう。
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